
 

                                  

       平成３０年度学校評価を受けての平成３１年度の取組みについて 

領 域 課題の改善に向けた具体的な取組み 

１学校経営 

◇課題に対する組織対応 

・様々な教育課題に対して、迅速かつ適切に組織対応し、学校全体の教育力 

 を向上させる。 

◇協力体制の構築 

・教員間や保護者との関係において、信頼に基づいた協力体制を構築し、生

徒の健全育成に向けて共通理解し、統一した指導を行う。 

２学習指導 

◇新学習指導要領に向けての対応 

・校内研修会や伝達講習会を実施する。 

◇基礎学力の定着 

・学び直しを徹底するため、授業や総合で学び直しを計画的に実施する。 

◇授業や定期考査を大切にする態度の育成 

・授業力向上および授業規律育成のための校内公開授業や研修を実施する。 

◇学習に対する意識づけ活動 

・ベル着への意識づけや学習環境の整備（スッキリ運動）に向けた取組を 

 工夫する。 

３生徒指導 

◇基本的な生活習慣の定着化 
・遅刻に対する指導を重点的に年間を通して行う。 
◇身だしなみ指導の継続 
・身だしなみ指導強調週間等を設け、生徒の身だしなみに対する意識を向上 
させる。 

◇授業規律の確立 
・全教員で指導に取り組めるような体制を工夫する。 

４進路指導 

◇インターンシップの充実 

・現在行われているインターンシップの取組の他に、新たに取り組める職種

についても検討し、実施するよう努める。 

◇補習の充実 

・英語科・国語科の協力の下、進学目的以外にも英検・漢検の級取得を目指

せる講座として、０限・７限補習を実施する。 

５特別活動等 

◇部活動の活性化 

・異なる部活の部員同士の連帯感を高め、愛校心や良き競争心を育む取組を

実施する。 

６学校図書館 

◇図書館のＰＲ 

・生徒、教職員向け図書館報を定期的に発行する。 

◇教科や地域との連携 

・教科との連携  

幅広い授業使用資料の収集と提供、他教科との連携補助、地域と連携した

活動を補助する。 

・分掌との連携 

 各種検定試験の案内や図書を使った進路準備、また文化祭への参加など 

 を積極的に行う。 

・地域との連携 

 保育園へのボランティア活動を展開し、棚田保全活動にも参加する。 

 地域住民を講師に招いた文化講座を開催する。 



 

７保健指導 

◇安心で安全な学校づくり 

・全教職員及び生徒対象の救急講習会を実施する。 

・担任団、保健室、教育相談係との報告・連絡・相談を徹底する。 

・虐待防止講座を継続実施する。 

・虐待相談等の窓口を統一し、相談対応の校内組織を整える。 

◇健康教育の充実 

・自分の身体や健康について関心を持たせるよう保健だより等を通じ働きか

ける。 

８人権教育 

◇自己肯定（有用）感の育成 

・人権学習の実施にあたり、生徒の実態に沿った内容を深め、適切な学習 

 形態を取るようにする。 

・生徒のボランティアへの参加を促す。 

・生徒人権委員会の活動を活性化する。 

◇人権意識の向上 

・人権の課題についての職員研修を充実させる。 

・教育相談委員会での情報共有をより円滑にする。 

・特別支援教育を充実させ、生徒の進路先に確実に引き継ぐ。 

９環境教育 

◇美化意識の向上 

・清掃への取り組みについて、生徒の意識を高める指導をする。 

・生徒美化委員会の活動を活性化する。 

10事務・管理 

◇事務業務の徹底 

・就学支援金制度においてマイナンバーが必要となるなど一部変更となる 

が、周知の徹底に努め、授業料の未納を発生させない。 

・限られた予算ではあるが、生徒の安全を最優先に校内施設の維持修繕に 

努める。 

11その他学校 

の取り組み 

◇魅力ある学校作り 

・実際の生徒の活動の様子を見ていただく機会を設けるとともに、ＨＰを通

してその様子をＰＲする。 

◇部活動の活性化とＰＲ 

・中学校訪問やオープンスクールの機会に部活動の魅力を伝えるとともに 

 生徒の活動の様子をＨＰで公開する。 

 


